
[Ⅰ] 問(1)～(5)に答えよ｡ また, 問(6), (7)については, ２問のうち１問を選択し答えよ｡

答は ～ のなかから選び, ～ の数字をＯＣＲ用紙のそれぞれの問の解答欄に記入

せよ｡ ただし, 当てはまる答が２つある場合は数字を２つ記入し, 答が１つしかない場

合はその数字と を記せ｡ なお, 解答欄に記入する数字の順序は問わない｡

(1) アルカリ土類金属はどれか｡

(2) 塩素の酸化数が を超えているものはどれか｡

(3) アボガドロ数の２倍となるものはどれか｡

の気体の水素に含まれる原子の数

の気体の酸素の原子の数

標準状態で の気体の体積に含まれる分子の数

の塩化水素に含まれる原子の数

のヘリウムに含まれる原子の数

(4) 非共有電子対をもたない分子はどれか｡

(5) 窒素原子を含まない化合物はどれか｡

アニリン グリシン グリセリン

尿素 アセチルサリチル酸

(6) 水溶液が塩基性を示す化合物はどれか｡

炭酸ナトリウム 塩化アンモニウム 硫化水素

塩化ナトリウム 酢酸ナトリウム

(7) 縮合重合によりポリカーボネートを生成するための原料となる物質はどれか｡

ホスゲン ビスフェノール スチレン

メタクリル酸メチル エチレン
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[Ⅱ] 問(1)～(6)に答えよ｡ 解答は ～ のなかから最も近い値を選び, ～ の数字を

ＯＣＲ用紙のそれぞれの問の解答欄に記入せよ｡

(1) の式量はいくつか｡

(2) の の物質量は何 か｡

(3) の酢酸水溶液の水素イオン濃度は, 何 であるか｡ ただし,

酢酸の電離度を とする｡

(4) 問(3)の酢酸水溶液 を中和するのに, の水酸化ナトリウム

水溶液は何 必要となるか｡

(5) , , からなる化合物の試料 を完全燃焼させた結果, 二酸化炭素 ,

水 を得た｡ 燃焼前の試料中の酸素の質量は何 か｡

(6) 問(5)の化合物の分子式における炭素の数は である｡ この化合物の分子量はいくつ

か｡
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[Ⅲ] 問(1)～(3)に答えよ｡ 解答は解答用紙Ｂのそれぞれの問の解答欄に記入せよ｡

(1) ア～カは, 下に示す周期表 (原子番号 ～ ) の位置の元素である｡

元素ア～カについての文章１～５には, それぞれ２箇所に下線が引かれている｡ ２

箇所の下線のうち１つが誤っている場合には, 例にならって修正せよ｡ 誤りがない場

合には, “誤っている箇所”の欄に ｢なし｣ と記入せよ｡ ただし, ２箇所の下線部が

両方とも誤っている場合はない｡

例 リチウムの元素記号は であり, 原子番号は である｡

解答欄の記入例

誤っている箇所 修正後

例

１. 元素アの同族元素には, アルゴン, フッ素などがある｡

２. 元素イは, 黒鉛, 赤リンなど, いくつかの同素体をもつ｡

３. 水素と元素ウと元素オの化合物である硝酸の化学式は である｡ この化合物

での元素オの酸化数は である｡ ただし, 元素ウと元素オの元素記号を, それぞれ,

と とした｡

４. 元素エの単体を水に投入すると気体の水素を発生する｡ 反応が終了したのちの水溶

液は塩基性を示す｡

５. 元素カは金属元素であり, 遷移元素である｡

(2) 酸化マンガン(Ⅳ)に濃塩酸を加えて加熱すると, 単体である気体が発生する｡ この

変化の化学反応式を記せ｡

(3) 水素と窒素の混合気体を, 触媒の存在下で高温, 高圧にするとアンモニアが生成す

る｡ 水素と窒素の混合比, 温度, 圧力をどんなに調節しても, アンモニアの生成量の

増加が停止したとき原料である水素と窒素は残留してゼロにならない｡ この理由を,

５０字以内で説明せよ｡ 化学式, 化学反応式を説明の補助に使う場合は, 何マス分を

あてるかは自由である｡
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[Ⅳ] 白金板を電極として, 希硫酸を電気分解した｡ この反応について, 問(1), (2)に答え

よ｡ 解答は解答用紙Ｂのそれぞれの問の解答欄に記入せよ｡

(1) 陰極, 陽極で起きる変化をそれぞれ反応式で表わせ｡ なお, 電子は と書け｡

(2) の電流を 分 秒間流したとき, 負極で発生する気体の体積は, 標準状態

℃ において何 か｡ ファラデー定数として , 気体

定数として を使え｡ また, ℃ とし, ここでの気

体は理想気体とする｡

[Ⅴ] ナイロン は, アジピン酸 とヘキサメチレンジアミン

の反応で合成される｡ 問(1), (2)に答えよ｡ 解答は解答用紙Ｂのそ

れぞれの問の解答欄に記入せよ｡

(1) アジピン酸とヘキサメチレンジアミンが 分子ずつ反応し, 水分子がとれて縮合した

生成物の構造式を書け｡

(2) アジピン酸とヘキサメチレンジアミンが 分子ずつ縮合重合した場合, 生成物の分

子量はいくつか｡
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